
現代福祉学部での学び

現代福祉学部 臨床心理学科 4年 K・Ｒ



現代福祉学部を志望した理由

• 子どもと関わるのが好き

• 子どもの心に寄り添いたい

• 座学だけでなく経験を多く積める

• 臨床心理士（公認心理師）取得を目指せる

臨床心理を学びたい

法政大学に入学したい



中心的に学んでいる分野

• 精神分析

→フロイトが考え出した人間の心を研究する方法

→人間の精神的発達を幼い頃の母親との関わりから理解する

• 卒業論文のテーマ

「中学生時代の家族機能が現在の心理的自立に及ぼす影響」

心理学の学びを通して自分自身を見つめ直すことができる



臨床心理実習

• 3年生の授業の一環で実施

• 小学校の通常学級や特別支援学級で教員補助として活動

→授業についていけない子に勉強を教える

→授業に集中できない子とゆっくりお話しする

• 週一回継続的に活動

• 遠足や学芸会にも参加

座学で得た知識を実践することができる 「成長の場」

総合病院における緩和ケアチームの活動も見学！



海外研修・国内研修
• 海外研修（学部のプログラム）

→ドイツとスウェーデンを約一週間訪問

→心理・福祉・まちづくりについて幅広く学ぶ

例）小児精神科、障がい者作業所、空き家の利用推進団体など

• 国内研修（自主的なプログラム）

→子どもの心理療法を支援するNPO団体を訪問（京都）

座学だけでは見えてこない現場の状況を知ることができる



ボランティア活動

• ボランティアサークル「きらきら星」

• 毎週土曜日に児童養護施設を訪問して子どもたちと遊ぶ

• 継続的に日常生活の中で子どもたちと関わることを意識

年齢に応じた子どもたちへの接し方を学ぶことができる



また多摩キャンパスで会いましょう！


